
れる。4-6） 神奈川県の5漁港（長井漁港，佐島漁港，柴漁
港，松輪漁港，小田原漁港）におけるトラフグの漁獲量
は2004年漁期（4月から翌3月）には0.6 tであったが，
2019年漁期には9.7 tまで増加した。

トラフグは水深150 m以浅に生息し，漁場は平均水
深50–130 mで形成される。7） 産卵場は日本海から東シ
ナ海において男鹿半島周辺海域，能登島周辺海域および
不知火海湾口などで，太平洋側では伊勢湾湾口で知ら
れ，8,9） 3月から5月に産卵場に回遊する。10,11） 産卵は3月
から5月に水温が約14–18°Cの水深10–50 mで，底質の

トラフグTakifugu rubripesは，国内では高値で取引
される水産重要種であり，北海道沿岸から九州南岸の日
本海，東シナ海，太平洋沿岸などに広く分布している。1） 
本種は主に日本海や東シナ海，瀬戸内海および伊勢·三
河湾で漁獲され，国の資源評価の対象として日本海·東
シナ海·瀬戸内海系群および伊勢·三河湾系群について
資源動向の経年的な検討が行われている。2,3） 関東周辺海
域においても漁場が形成され，東京湾では8月から翌年
1月にかけ主に底びき網漁業や延縄漁業で，相模湾およ
び外房では11月から翌年2月にかけ延縄漁業で漁獲さ
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Spawning area of torafugu Takifugu rubripes in the mouth of Tokyo Bay,  
inferred from fishing boats catch data and egg surveys

TETSUYA YAMAZAKI,1a＊ TAKASHI YANAGIMOTO,2 SHIGENORI SUZUKI3  
AND RYOSEI NAKAMURA1b

1Kanagawa Prefectural Fisheries Technology Center, Miura, Kanagawa 238–0237, 2Fisheries Resources 
Institute, Japan Fisheries Research and Education Agency, Yokohama, Kanagawa 236–8648, 3Head-
quarters, Japan Fisheries Research and Education Agency, Yokohama, Kanagawa 221–8529, Japan

Based on catch information of large-sized torafugu Takifugu rubripes during the spawning season in 
Tokyo Bay and reports of the collection of natural juvenile torafugu in the inner part of Tokyo Bay, it was 
assumed that adult torafugu migrate to the mouth of Tokyo Bay and spawn. As part of a study to examine 
the spawning migration of torafugu in Tokyo Bay, we analyzed catch records from recreational fishing boats 
to determine the size characteristics during the spawning season and attempted to sample the demersal 
eggs to identify spawning grounds. Adult torafugu were caught from mid-March to mid-April in the mouth 
of Tokyo Bay. In this period, the number of torafugu constituted about 80％ of the total catch for the survey 
period from March 18 to June 2, 2018. DNA analysis of the sampled eggs revealed that 18 of them were 
identified as torafugu eggs. This study has identified the mouth of Tokyo Bay as a spawning area for torafugu, 
which is the second such report on the Pacific side of Japan.

キーワード：Takifugu rubripes，産卵場，生活史，トラフグ，遊漁船
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粒径が0.5 mm未満から50 mmからなる海域で行われ，
沈性粘着卵を産卵する。8,9,12-16） 産出された卵は10日前
後で孵化し，15） 仔魚は内湾へ向かう潮流により中層から
底層を浮遊状態で移送されると推定されている。15,17,18） 
孵化後，1か月程度で干潟や砂浜域に着底する。17,19） ト
ラフグの漁獲量が増加傾向である関東近海における先行
研究は，人工種苗における放流後の移動20）や神奈川県沿
岸における漁獲状況と種苗放流の効果21,22）などに限ら
れ，資源管理ならびに資源の有効利用を図る上で重要な
産卵期における成魚の来遊状況および産卵場は明らかに
なっていない。

東京湾湾口部から湾央部においては，2016年4月に
ショウサイフグ狙いの遊漁船が大型のトラフグを釣獲し
たことをきっかけに，トラフグ釣りを行う遊漁船が増加
し，毎年3月から5月を中心に大型魚が釣獲されてい
る。また，湾奥部における天然稚魚の採集が報告23,24）さ
れていることから，成魚が東京湾湾口部に来遊し，産卵
場を形成している可能性が想定された。そこで本研究で
は，東京湾におけるトラフグの産卵来遊状況の把握の一
環として，遊漁船による釣獲記録を用いて産卵期におけ
るトラフグのサイズ特性等を把握するとともに，産卵場
を特定するためにトラフグ卵の採取を試みた。

材料と方法

トラフグの釣獲状況 東京湾内でフグ専門遊漁船を操
業する2隻（A船·B船）に日々の釣獲状況の記録を依
頼した。A船は2018年3月18日から，B船は同年4月1
日から記録を開始し，同年6月2日までのデータ（A船
52隻日，B船31隻日）を使用した。なお，A船は2018
年3月18日から4月20日まで，B船は2018年4月1日
から4月22日までトラフグ狙いの操業を行い，これら
期間以降はショウサイフグ狙いに変更して操業を行っ
た。記録項目は操業月日，乗船人数，操業海域，釣獲し
たトラフグの体重区分および尾数である。調査期間を1
週間毎（日曜日から月曜日）の11週間に分け，東京湾
全域を31区画（1区画6.5 km×6.0 km）に区分し，操
業した区画を操業海域として記録した。操業海域はNos. 
20，23，24，27に限られ，この4区画のデータを用い
た（Fig. 1）。単位努力量あたりの漁獲量（CPUE）は，
1人あたりの釣獲尾数とした。操業海域毎のCPUEを求
める際に，同日にふたつの区画で操業していた場合は，
該当する日の乗船人数の1/2を区画あたりの努力量とし
た。釣獲サイズを4区分（BW，0.7 kg未満 /0.7 kg以上
1.1 kg未 満 /1.1 kg以 上2.4 kg未 満 /2.4 kg以 上 ） と し
た。神奈川県主要市場に水揚げされたトラフグの全長

（TL，cm）と体重（BW，g）データを用いて，以下の
全長–体重関係式が求められた。25）

　BW＝0.0097TL3.1511

上記式を用いると，本研究で設定した体重区分の境界値
（kg，0.7/1.1/2.4）はそれぞれ全長35，40，51 cmに相
当する。天然魚および人工種苗放流魚ともに3歳以降で
は同一年齢において雄より雌が大きい26）ことが報告され
たが，本研究では釣獲されたトラフグの性別は不明であ
ることから，角田25）が求めた雌雄を区別しないage–
length keyを用いた。本研究ではトラフグの年齢起算日
を4月1日とし，一部3月に釣獲された個体については
1歳を加算して扱った。角田25）の手法を用いると0.7 kg
未満区分（全長35 cm未満）は1歳から2歳，最頻年齢
は1歳に，0.7 kg以上1.1 kg未満区分（全長35 cm以上
40 cm未満）は1歳から2歳，最頻年齢は2歳に，1.1 kg
以上2.4 kg 未満区分（全長40 cm以上51 cm未満）は2
歳から4歳，最頻年齢は3歳に，2.4 kg以上区分（全長
51 cm以上）は3歳以上に相当した。
海水温 東京湾湾口部においては，国土交通省関東地

方整備局が金田湾沖の水温を連続観測しており，その
データが公開されている。本研究ではそのうち，水深1 m

（表層）および水深35 m（底層）の水温データを用いた
（東京湾環境情報センター，https://www.tbeic.go.jp/，
2021年10月29日）。
卵の採集と同定 2018年4月10，17，23日に神奈川

県久里浜沖の水深20 m（以下，ラインA）および千葉
県竹岡沖の水深10 m（以下，ラインB）の海域に調査
線を設定した（Fig. 1）。調査海域は前年におけるトラ
フグの釣獲情報を基に設定した。調査には神奈川県漁業
調査指導船江の島丸（105 t）を使用し，調査線上で桁
網（開口部150×30 cm，目合い300 µm）およびスミ
ス・マッキンタイヤー型採泥器（0.05 m2）を用いて堆
積物を採集した。桁網は4月10日および17日にライン
Aで1回ずつ用いて約1ノットで1–2分間曳網したが，
両日ともに引き上げる際に網が破損したため，入網した
堆積物の一部を採集した。スミス・マッキンタイヤー型

Fig. 1　Division of fishing areas and the sediment sam-
pling area in Tokyo Bay. Solid lines indicate the 
sediment sampling transect lines and the closed 
circle indicates the water temperature monitoring 
site.

https://www.tbeic.go.jp/


327東京湾湾口部におけるトラフグの産卵場

採泥器は4月17日および23日に両ライン上で5–15回ず
つ用いた（Table 1）。

船上で，採集した堆積物と汲み上げた海水をプラス
チック容器に入れ，十分に撹拌し，上澄みを目合い500 
µmのプランクトンネットを通し，プランクトンネット
内に残った濾物をサンプルとした。サンプルは99.5％
エタノールで固定し，持ち帰った。後日，サンプルを実
体顕微鏡で検鏡し，卵を摘出した。

摘出した卵はDNA抽出キットQuickGene DNA tissue 
kit S（KURABO）を用いてDNA抽出を行った。抽出
したDNAをテンプレートに，ミトコンドリアDNA

（mtDNA）のシトクロームcオキシターゼサブユニットI
の部分領域（COI）について，PCR増幅を行った。COI
領域の増幅にはユニバーサルプライマーのLCO1490（5′- 
GGTCAACAAATCATAAAGATATTGG-3′） 及 びHCO 
2198（5′-TAAACTTCAGGGTGACCAAAAAATCA-3′）
を用いた。27） 抽出した粗全DNA 1 µLに10×ExTaq buf-
fer（Takara）を1 µL，2.5 mM dNTP （Takara）を0.8 µL

（終濃度0.2 µM），5 U/µL EX Taq Polymerase（Takara）
を0.1 µL（終濃度0.05 U/µL），プライマー（各10 µM）
を各0.5 µL（各0.5 µM），総量が10 µLになるように超
純水6.1 µLを添加した。PCRの反応条件は，最初に95°C
で2分間変性させた後，95°Cで30秒，50°Cで30秒，
72°Cで30秒のサイクルを35回繰り返し，最後に72°C
で7分間の最終伸長反応とした。得られたPCR産物を
1.5％アガロースゲル（NuSieve3:1，Takara）で電気
泳動後，エチジウムブロマイド染色によって増幅産物を
確認した。増幅産物はExoSapIT（GE Healthcare）を
用いて精製した。さらに，BigDyeTerminatorKitVer3.1

（Applied Biosystems）および各プライマーを添加し，
シーケンス反応を行った。シーケンス反応物をエタノー
ル沈殿法で精製後，キャピラリーシーケンサABI3730XL

（Applied Biosystems）で電気泳動して18サンプル（以
下，不明卵 -1から不明卵 -18）の塩基配列を決定した。
アメリカ国立生物情報センター（NCBI，https://www.

ncbi.nlm.nih.gov/）のBasic Local Alignment Search 
Tool（以下，BLAST）を用いて，最長の塩基配列を得
られた不明卵 -18と相同性の高い種を検索し，交雑種を
除く上位10配列，3種（トラフグ，カラス，ナメラダ
マシ）を候補種とした。さらに，日本沿岸に生息するト
ラフグ属28）のうちNCBIのGenBank（https://www.ncbi.
nlm.nih.gov/）にCOI領域の登録があった11種（アカ
メフグT. chrysops ［NC_011624］，クサフグT. albop-
lumbeus ［OL674400］， ゴ マ フ グT. stictonotus ［KY 
514074］，コモンフグT. flavipterus ［KY514068］，シ
マフグT. xanthopterus ［KY514071］，ショウサイフグ
T. snyderi ［OQ700756］， タ キ フ グT. oblongus ［OQ 
700657］，ナシフグT. vermicularis ［KY514079］，ヒガ
ンフグT. pardalis ［KY514067］，マフグT. porphyreus 

［LC800160］， ム シ フ グT. exascurus ［NC_011622］）
を加え，MEGA729）を用いて，Kimura-two-parameter
法30）により遺伝距離を求め，ギャップ /欠損データの処
理にPairwise deletionを採用し，近隣結合法31）による
系統樹を作成した。系統樹の信頼性は1000回のブース
トラップ検定32）によって評価した。卵の塩基配列は国立
遺 伝 学 研 究 所 の 日 本DNAデ ー タ バ ン ク（DDBJ，
https://www.ddbj.nig.ac.jp/） に 登 録 し た（Accession 
No.LC726181- LC726198）。

結　　　果

釣獲状況  調査期間中の乗船人数，各体重区分の釣獲
尾数およびCPUEをFig. 2に示した。調査期間内に延
べ1,221人が乗船し，延べ操業日数は82隻日であった。
また163尾のトラフグが釣獲され，CPUEは0.13尾 /人
であった。最多釣獲尾数は4月3日に記録された13尾で
あり，CPUEの最高値は3月18日に最大の1.80尾 /人で
あった。トラフグは調査初日の3月18日から4月20日
までは継続的に釣獲された。しかし，初めて釣獲尾数が
0尾を記録した4月21日以降では釣獲される頻度が低下
し，延べ43隻日で0尾であった。トラフグが主に釣獲
された3月18日から4月20日までで合計144尾が釣獲
され，調査期間内におけるそれの88.3％を占めていた。
この期間のCPUEは0.39尾 /人だった。遊漁船A船は4
月21日以降，B船は4月23日以降，それぞれトラフグ
狙いからショウサイフグ狙いに変更したため操業海域が
変わり，操業水深は15–80 mから8–15 mに浅くなっ
た。ショウサイフグに狙いを変えた4月23日以降は17
尾が釣獲され，平均CPUEは0.02尾 /人と低かった。調
査期間中に，4つの体重区分それぞれで78尾（0.7 kg未
満，最頻年齢1歳），38尾（0.7 kg以上1.1 kg未満，最
頻年齢2歳），38尾（1.1 kg以上2.4 kg未満，最頻年齢
3歳），9尾（2.4 kg以上，3歳以上）が釣獲され，0.7 kg
未満区分が最も多かった。釣獲尾数が多かった2.4 kg未

Table 1　Number of samples in Line A and Line B, and 
number identified as torafugu eggs

Line A Line B

Number 
of 

samples

Number 
identified as 

torafugu eggs

Number 
of 

samples

Number 
identified as 

torafugu eggs

10 April  6 4 (Unknown 
egg 1-4) No data No data

17 April 14 7 (Unknown 
egg 5-11)  2 1 (Unknown 

egg 12)

23 April 12 1 (Unknown 
egg 13) 12 5 (Unknown 

egg 14-18)

Numbers in parentheses indicate the ID of unknown eggs.

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/
https://www.ddbj.nig.ac.jp/
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満の各体重区分に属する個体は調査開始日から4月20
日までを中心に記録された。2.4 kg以上の個体は合計9
尾のみが釣獲され，その期間も4月1日から4月16日に
限られていた。

トラフグの操業海域別·週別の釣獲尾数を体重区分の
割合とともにFig. 3に示した。調査期間内の操業海域は
Nos. 20，23，24，27に限られた。両船がトラフグ狙い
で操業した期間内（A船：3月18日から4月20日，B
船：4月1日から4月22日）においては神奈川県寄り久
里浜沖のNo. 24および27のみで操業し，No. 24では最
多の計122尾が釣獲され，同期間内のCPUEは0.39尾 /
人，週毎のCPUEは0.20–0.83尾 /人であった。No.27
では計23尾が釣獲され，CPUEは0.40尾 /人，週毎の
CPUEは0.32–0.50尾 /人であった。釣獲尾数はNo. 24

がNo. 27より多かったが，CPUEの差は小さかった。
上記の期間における週毎の各体重区分の割合は，No. 24
およびNo. 27それぞれで0.7 kg未満が37–44％，33–
71％，0.7 kg以上1.1 kg未満が19–44％，14–17％，1.1 
kg以上2.4 kg未満が11–38％，33–40％だった。この期
間において，2.4 kg未満の区分は釣獲尾数の大部分を占
めていた（83–100％）。2.4 kg以上の区分が占めた割合
は0–17％と低かった。ショウサイフグ狙いで操業した
期間（A船：4月21日から6月2日，B船：4月23日か
ら6月2日）はNo. 20およびNo. 23で操業された。No. 
23では計18尾のトラフグが釣獲され，CPUEは0.02尾 /
人だった。一方，No. 20ではトラフグは釣獲されなかっ
た。
海水温　3月1日から6月15日までの表層水温および

底層水温をFig. 4に示した。トラフグの釣獲尾数が多
かった3月18日から4月22日までの表層水温および底
層水温はそれぞれ12.9–16.8°C，14.5–16.5°Cであった。
この期間以前の3月1日から3月17日では，表層水温が
11.1–13.7°C，底層水温が12.0–14.0°Cであった。遊漁
船の両船がショウサイフグ狙いに移行し釣獲尾数が減少
した4月23日から4月30日までは，それぞれ16.2–17.8
°C，15.2–16.7°Cであった。トラフグの産卵水温は約14– 
18°Cとされる。9） 底層水温は3月16日に14°Cを超え，
徐々に水温は上昇し，5月4日に初めて18°Cを超え，そ
の後5月17日まで15.7–17.9°Cで推移したが，5月18日
以降は6月2日まで18°Cを下回らなかった。6月3日以
降は16.5–19.0°Cで推移した。
産卵場の特定　4月10日，17日および23日に久里浜

沖と竹岡沖で桁網およびスミス・マッキンタイヤー型採
泥器により計46粒（桁網11粒，採泥器35粒）の卵を
採集した。46粒から得たPCR産物のうち，18サンプル
についてDNAの増幅を確認した。この18サンプルにお
けるCOI領域の474–679 bpの塩基配列を決定した。4
つのハプロタイプが得られ，ハプロタイプ多様度は
0.673であった（Table 2）。同一調査日に複数のハプロ
タイプが出現し，また久里浜沖および竹岡沖の両調査海
域で同一のハプロタイプが出現した。

最長の塩基配列を取得した不明卵 -18（2018年4月23
日にLine Bで採集，Fig. 1）についてBLAST検索を
行った結果，上位10配列にはトラフグ（AP006045，
OP430515，OQ700727，OQ700730，OQ700733，
OQ700736，OQ700753），カラス T. chinensis（KY514 
072）およびナメラダマシT. pseudommus（KY514075，
OP430521）の3種が含まれ，相同性は99.6–99.7％で
あった。一方で，その他のトラフグ属11種（以下，そ
の他トラフグ属）との相同性は96.5–98.1％であった。
不明卵 -1から不明卵 -18と，候補種およびその他トラフ
グ属を用いて作成した系統樹をFig. 5に示した。不明卵

Fig. 2　Total number of anglers (a), number of caught 
Takifugu rubripes in each group (kg, BW < 0.7; 0.7 ≤ 
BW < 1.1; 1.1 ≤ BW < 2.4; BW < 2.4) (b), and daily 
CPUE (number of caught T. rubripes; anglers) by 
the two fishing boats (c). Boat A operated for T. 
snyderi from April 21 to June 2, while boat B oper-
ated for T. snyderi from April 23 to June 2. The 
dashed line is drawn at the boundary between April 
22 and April 23 to indicate that both boats changed 
their target from T. rubripes to T. snyderi.
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Fig. 3　Spatial distribution of weekly CPUE of Takifugu rubripes. The size of each pie is CPUE. Each color section of the pie 
indicates body weight classes (kg, BW < 0.7; 0.7 ≤ BW < 1.1; 1.1 ≤ BW < 2.4; BW < 2.4) of tiger puffer. The cross indicates 
that the fishing boat operated, but no T. rubripes were caught (no data).

Fig. 4　Surface (1 m water depth) and bottom (35 m 
water depth) water temperature in Kaneda Bay.

Table 2　Haplotype frequencies based on the sequences 
of mitochondrial COI region by sampling area and 
date

Haplotype

Frequency

Line A Line B

10 Apr 
2018

17 Apr 
2018

23 Apr 
2018

10 Apr 
2018

17 Apr 
2018

23 Apr 
2018

HT 1 1 ― 1 ― ― ―
HT 2 3 5 ― ― ― ―
HT 3 ― 2 ― ― 1 4
HT 4 ― ― ― ― ― 1
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-1から不明卵 -18および候補種は同じクレードに含まれ
た。

考　　　察

村上ら33）はフグ類の種判別基準として塩基配列間の相
同性が99％以上であることとしたが，本研究で採集し
た卵の塩基配列はトラフグ，カラスおよびナメラダマシ
の3種で99％以上の高い相同性を示した。一方でその
他トラフグ属では96.5–98.1％と低く，不明卵はトラフ
グ，カラスおよびナメラダマシのいずれかであると考え

られた。トラフグ，カラスおよびナメラダマシは遺伝的
な差異が小さく，34,35） Katamachi et al.8）は，海底から採
集した不明卵についてトラフグおよびカラスと遺伝距離
が近かったことから，トラフグおよびカラスの漁獲情報
を用いてトラフグと断定した。ナメラダマシは黄海およ
び東シナ海北部に生息しており，1） 日本沿岸において採
集記録はない。また，カラスは北海道から九州に生息す
るが，近年はほとんど漁獲されておらず，27） 関東周辺海
域においてこれら2種の採集記録はない。28,36） 以上より，
東京湾湾口部で採集した卵はトラフグであると断定し

Fig. 5　Neighbor-joining tree of mitochondrial DNA COI region sequences. Bootstrap values >50％ are shown on branch 
nodes. The scale bar is Kimuraʼs two-parameter distance. GenBank accession numbers are as follows: Takifugu chrysops 
(NC_011624), T. alboplumbeus (OL674400), T. stictonotus (KY514074), T. flavipterus (KY514068), T. xanthopterus 
(KY514071), T. snyderi (OQ700756), T. oblongus (OQ700657), T. vermicularis (KY514079), T. pardalis (KY514067), T. 
porphyreus (LC800160), T. exascurus (NC_011622).



331東京湾湾口部におけるトラフグの産卵場

た。トラフグの卵を確認したことから，東京湾湾口部で
産卵が行われたことが明らかになった。トラフグの産卵
場は国内において10か所以上の海域で報告されている
が，太平洋側では伊勢湾湾口部のみである。12,14） 本研究
により，トラフグの産卵海域として東京湾湾口部を加え
ることができ，これは太平洋側では2例目の報告となる。

トラフグは雄で2歳から，雌は3歳から成熟する。9） 12
月から翌年3月では2歳から4歳魚の全長組成にはほと
んど差が認められないため，26） 本研究で設定した体重区
分のうち1.1 kg以上2.4 kg未満区分には2歳から4歳魚
が含まれると推定された。同区分で集計された個体のす
べてあるいは一部には未成魚が含まれると考えられる
が，2.4 kg以上区分では成熟年齢に達していると推定さ
れた。よって，少なくとも2.4 kg以上区分が記録された
2018年4月1日から4月16日には，成魚が東京湾湾口
部に分布していたと考えられる。角田25）のage–length 
keyおよび全長–体重関係式を用いると，1.1 kg以上2.4 
kg未満区分の最頻年齢は3歳であり，同区分における3
歳以上のトラフグが全体の約7割を占めると推定され
た。関東周辺海域における既存知見では，東京湾および
相模湾に放流されたトラフグの人工種苗は，成長に伴い
東京湾外の深場へ移動すること，20） また，相模湾で1歳
以上のトラフグが11月から翌年2月に延縄漁業により
漁獲されること21）を考慮すると，関東周辺のトラフグは
産卵期以前には相模湾や外房に生息していることが想定
される。本研究におけるトラフグの釣獲時期と相模湾で
1歳以上魚が漁獲されなくなった時期21）は一致してい
た。さらに，成魚が含まれると考えられる1.1 kg以上
2.4 kg未満区分の個体が調査開始日から釣獲されていた
ことから，成魚相当の個体が3月中旬にはすでに東京湾
湾口部に来遊していることが示唆された。

本研究では，上田ら26）をもとに角田25）が求めた雌雄を
区別しないage–length keyを用いた。未成魚にあたる0
歳から1歳魚では全長の重なりがみられず，2歳から4
歳魚では全長の分布に年齢間の重なりが認められた。26） 
一方で，本研究では体重範囲による区分を用いており，
用いた1.1 kg以上2.4 kg未満区分に2歳から4歳魚が含
まれ，成魚と未成魚が混在する。そのため，同区分内に
おける成魚の比率を明らかにすることはできなかった。
一方で，0.7 kg未満区分および0.7 kg以上1.1 kg未満区
分のほとんどが未成魚であること，2.4 kg以上区分が3
歳魚以上の成魚に相当すると判断することが可能であ
り，得られたデータの中では限定的になるものの，3歳
以上に相当する漁獲物では産卵場に来遊する時期の推定
を行うことができたと言える。しかしながら，これらは
瀬戸内海，九州海域の漁獲物を用いたデータの外挿によ
る推定であり，近年，漁獲量が増えてきた関東周辺海域
で漁獲されるトラフグの全長と年齢の関係を具体的に明

らかにした事例はない。特に雄が2歳，雌が3歳から成
熟する9）ことを考慮すると，雄の成熟時サイズの推定や
産卵場来遊時期を推定し，適正な資源管理に応用するた
めには同海域においても独自のage–length keyの作成
が求められる。

トラフグ雌の卵巣内卵は成熟が一様に進むことから1
回産卵もしくはごく短期間で産卵が終了し，13） 速やかに
産卵場から離れるが，雄は放精後も産卵場付近に滞留し
て次の性行動を行う習性がある。12） 本研究の結果，東京
湾において3月中旬から4月中旬を中心に成魚に相当す
る個体が釣獲され，約1か月間の釣獲尾数が調査期間全
体の8割以上を占めた。本研究で釣獲状況の記録を依頼
した遊漁船2隻の操業海域はNos. 20，23，24，27に限
定されていたため，東京湾全体でのトラフグの分布を明
らかにしたとは言えないものの，2018年における産卵
のための蝟集盛期は3月中旬から4月中旬であったと考
えられた。本研究でのトラフグ卵の確認および成魚とみ
られる大型個体の釣獲時期から東京湾におけるトラフグ
の産卵時期は3月中旬から4月中旬だと予想された。し
かし，釣獲個体の性比および成熟状況が不明だったこ
と，また卵の採集調査期間が4月に限られていたため，
東京湾におけるトラフグの産卵生態については限られた
情報しか得ることができなかった。今後は釣獲個体の体
サイズや産卵前後，排精前後などの成熟状態を確認する
とともに，東京湾およびその周辺海域を網羅的かつ定量
的に調査することで，より詳細な産卵場所と産卵期の推
定が求められる。

トラフグの産卵水温は約14–18°Cとされ，9） 東京湾湾
口部の底層において2018年3月中旬から同年5月中旬
は同水温帯であった。この期間は他海域における産卵 
期8,9,12-16）と一致したが，本研究では卵の採集調査が4月
10日から23日に限られ，調査期間前後においても産卵
をしている可能性がある。産卵期推定のためより長期の
調査期間の設定が必要と考えられた。

本研究により関東周辺海域におけるトラフグは，主に
3月中旬から4月中旬に東京湾に来遊し，湾口部で産卵
していることが明らかとなった。同海域の生活史とし
て，本研究で明らかにした久里浜沖および竹岡沖，ある
いは近海の未知な産卵場で産出された卵は孵化後，浮遊
期を経て湾奥部に着底23,24）する。その後，成長に伴い極
浅海域を離れ，秋以降に成長に伴って内湾に分散して，
1年以上経過すると湾外へ移動し，20） 産卵まで湾外の深
場で生息すると考えられる。伊勢·三河湾におけるトラ
フグの加入量は産卵から着底までの初期生期史における
資源変動が影響することが示唆された。37） 東京湾および
周辺海域に生息するトラフグ資源を管理していく上で
は，成魚の移動経路，産卵が行われる水温，水深，底質
環境などの詳細な産卵生態を把握し，孵化後の仔稚魚の
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移動回遊過程を解明していく必要があると考えられる。
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